
・

・

・改善策 拠点校指導に係る交流会の実施前に、校外における研修での指導内容を
共有する場を設け、各拠点校指導教員や校内指導教員へ指導内容を共有
することで、校内における研修において、指導案作成や授業検討の際の指
導助言を共通して行えるようにする。
指導力の高い教員の授業参観の実施時期を早め、初任者自身の研究授業
づくりに活用できるようにする。

札幌市

平成28年度初任者研修の取組の概要

工夫　・経験豊富な教諭を、拠点校指導教員、校内指導教員等として配置し、

　　　　　組織的かつ継続的な研修を実施している。

　　　　・拠点校指導教員の指導力向上のために、　小グループでの交流会

　　　　　を、年３回実施している。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 指導教員の高い専門性を生かした日々の指導により、初任者の指導力向上
が見られる。
校内における初任者への相談体制が整備されるとともに、教員相互の良好
な人間関係が構築されている。

課題 校外における研修での指導案づくりや授業検討が、校内における研修にお
いて共有されていないため、実施内容にずれがある。
校外における研修での指導力の高い教員の授業参観の実施時期が初任者
のニーズと合致していないことがある。



仙台市①

平成28年度初任者研修の取組の概要

 

研修番号１ 〈基本的な研修１〉 フレッシュ先生１年次研修 
ね ら い 教育公務員及び学校組織の一員としての自覚を持ち，児童生徒理解に努め，授業づくりに必要な力量を身に付けます。 
対象・定員 【悉皆】採用1年目の教諭（小・中・特） 

 ※ 第１回，小６中５回と小７中６回，第 10 回は，新規採用養護教諭（小・中・特）も対象となりま
す。 

 ※ 第３回と第 10 回は新規採用学校事務職員（小・中・特）も対象となります。 
 

回 実施日時 場 所 内    容 OJT に生きる力
量 

１ 
4 月 4 日(月) 
9:00～12:00 

教育センター 
大研修室 

（講義） ・社会人としての常識・マナー 
（開講式）・フレッシュ先生に望むこと 
（講義） ・教職員の服務とモラル 
（講義） ・教員としての使命，情熱 
講師：教育長，教職員課長，教育センター所長，主幹，主任指導

主事 

使命感･情熱 
高い倫理観 
社会性・識見 
向上心 

２ 
4 月 4 日(月) 
13:30～16:45 

教育センター 
大研修室 

他 

（講義）・学級づくり概論 
（講義）・学級担任の実務，学級開きについて 
（説明）・フレッシュ先生研修について 
講師：拠点校指導教員，教育センター指導主事 

学級づくり 
児童生徒理解 

３ 
5 月 31 日(火) 
6 月 2 日(木) 
14:00～16:45 

（講義）・震災復興と教育 
（講義）・授業づくりと学習指導案の書き方 
講師：学びの連携推進室室長，教育センター指導主事 

防災教育 
使命感･情熱 
授業構想 
授業実践･評価･改
善 

小 4 
6 月 14 日(火) 
6 月 16 日(木) 
14:00～16:45 

仙台市科学館 

【小学校】 
（演習）・理科の授業づくりと観察・実験の指導 
講師：仙台市科学館指導主事，教育センター指導主事 
※ 小学校教諭のみが受講する。 

授業構想 
授業実践･評価･改
善 

小 5 
中 4 

6 月 28 日(火) 
6 月 30 日(木) 
14:00～16:45 

教育センター 
大研修室 

（講義）・スクールコンプライアンス 
（講義）・安全教育の実際 
（講義）・学校保健の実際 
（講義）・食育と給食指導の実際 
（説明）・宿泊研修に参加するにあたって 
講師：健康教育課指導主事，教育センター指導主事 

コンプライアンス 
危機管理･安全管理 

小 6
中 5 

8 月 2 日(火) 
9:00～16:45 泉岳自然 

ふれあい館 
（宿泊研修） 

（演習）・野外活動の実際Ⅰ 
講師：教育センター主幹，主任指導主事，指導主事 他 

使命感･情熱 
職員間の円滑交流 
自己啓発 

小 7
中 6 

8 月 3 日(水) 
9:00～15:30 

（演習）・野外活動の実際Ⅱ 
講師：教育センター主幹，主任指導主事，指導主事 他 

小 8
中 7 

8 月 18 日(木) 
8 月 23 日(火) 
9:00～16:45 教育センター 

大研修室 
他 

（演習）   ・５年次教員の学習指導案検討及び模擬授業 
（講義 演習）・児童生徒理解に関する協議 
（協議）   ・授業研究に向けての準備 
講師：教育相談課，教育センター指導主事 

授業実践･評価･改
善 
授業研究 
児童生徒理解 
教育相談 

小 9
中 8 

10 月 31 日(月) 
11 月 1 日(火) 
14:00～16:45 

（講義 演習）・学習指導案の検討及び模擬授業 
講師：教育センター指導主事 

授業構想 
授業実践･評価･改
善 

中 9 

11 月 15 日(火) 
11 月 17 日(木) 
12 月 6 日(火) 
12 月 8 日(木) 
14:00～16:45 

子供相談支援 
センター 

【中学校】 
（講義）・生徒指導の実際と関係機関との連携 
（実技）・街頭指導 
講師：仙台市子供相談支援センター所長，主査 
※ 中学校教諭のみが指定されたいずれか一日を受講する。 

児童生徒理解 
生徒指導･教育相談 

10 
12 月 13 日(火) 
12 月 15 日(木) 
14:00～16:45 

教育センター 
大研修室 

（講義 演習）・コミュニケーショントレーニング 
（講義）   ・教職員のモラルと今日的課題 
講師：臨床心理士，教育センター主幹 

コミュニケーション 
児童生徒理解 
コンプライアンス 

11 

9 月～2 月 
【ブロックご
と実施】 

13:00～16:45 

５年次教員代
表授業者所属

各校 

（授業研究及び授業検討会）・５年次教員代表授業者の授業参観 
             ・授業検討会 
（協議）         ・情報交換 
講師：教育センター指導主事 
※ ブロックごとに実施する。 

授業実践･評価･改
善 
授業研究 

12 
2 月 14 日(火) 
2 月 16 日(木) 
14:00～16:45 

教育センター 
大研修室 

他 

（講義） ・トピック講義 
（協議） ・ブロックごとのテーマ別協議 
（閉講式）・ブロック研修閉講式 
講師：教育センター主任指導主事，指導主事 

児童生徒理解 
学級づくり 
生徒指導･教育相談 

 



成果と課題・平成29年度計画における改善策等

平成28年度初任者研修の取組の概要

仙台市②

研修番号０ 〈基本的な研修１〉 フレッシュ先生プレ研修 
ね ら い 教育公務員としての自覚を育て，初任者として赴任までの心構えと準備を大切にできるようにします。 
対象・定員 【第１回悉皆  】平成29年度新規採用予定者 

【第２回希望  】平成29年度新規採用予定者（平成29年度フレッシュ先生1年次研修受講予定者のみ） 
 

回 実施日時 場 所 内    容 OJT に生きる力
量 

１ 

平成 29 年 
1 月 19 日(木) 
8:30～12:00 

又は 
13:00～17:00 

教育センター 
大研修室 

他 

（講話）       ・採用に当たっての心構え 
（説明）       ・採用事務手続きについて 
（オリエンテーション）・フレッシュ先生研修について 
講師：教職員課長，教育センター主任指導主事 他 

使命感･情熱 
向上心 

２ 

平成 29 年 
2 月 25 日(土) 

又は 
3 月 2 日(木) 
13:00～16:45 

仙台子ども 
体験プラザ 

（挨拶）   ・仙台市の教員として望むこと 
（講義）   ・仙台子ども体験プラザについて 
（講義）   ・教師の仕事と心構え 
（講義 協議）・１年次の先輩から学ぶ 他 
講師：学びの連携推進室主任指導主事，教育センター所長（主幹）， 
   指導主事 

 

  

特色・工夫

・ 初任者の研修期間を４年間とする。

・ ５年次ブロック研修を悉皆とし，フレッシュ先生研修４年間と併せて５年間継続して研修を行っている。

・ １年目の研修では，５年次教員と合同研修（５年次ブロック研修）の機会を３回設定している。

（ブロック研修）

・ １年目と５年次の教員が合同で行う研修。

・ 身近な先輩教師の助言を基に，実践的指導力を高めるねらい。

・ 児童生徒理解，学級経営，授業づくり等を相談し，ともに考えることで成長を促すねらい。

・ ５年次教員を校外におけるメンター的な役割としている。

（サポート体制）

・ OJTサポート事業に「フレッシュ先生サポート」を位置付けて，学級づくり，授業づくりに関する支援を

行っている。（学校訪問，教育センターへの来所等）

・ フレッシュ先生研修のナビゲーションの窓口「ふれなび」を設定して，電話，メール，巡回郵便等に

よって，「一人で考えても分からない」「誰に，どこに相談すればよいか分からない」という場合の相談

先や相談相手を伝えている。

成果

・ 初任研を新任から４年間に研修をスライドさせたことにより，児童生徒と向き合う時間や同僚と共に

研修する時間が確保されている。

・ 新任教員と先輩教員（５年次）が共に学ぶ研修を実施することにより，身近な先輩教師の助言を基

に，実践的指導力を高めることができている。

課題

・ 採用者数の増加により，模擬授業・指導案検討等の個別対応が難しくなってきている。

・ 指導教員は拠点校方式と各校方式の２つの方式で実施しているが，配置される指導教員の質に

問題が見られる。



・

・

・

・

課題 初任者の負担軽減が課題となっている。そのために、①課業日に
実施していた機関研修のうち１回を夏季休業中に移して実施し
た。②機関研修のうち同じ内容の研修を同一日に２会場で実施
し、所属校からより近い研修会場で受講できるようにした。

日常的な教育課題に対応していくことが課題となっている。その
ために、「学習状況調査等の活用」「アクティブ・ラーニング型研
修」等を取り入れた。

さいたま市

平成28年度初任者研修の取組の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 講義、演習、実技、協議、模擬授業、授業研修等、研修内容に応
じた多様な研修形態を取り入れることにより効果的に学ぶことが
でき、日々の教育実践に生かすことができている。
班別協議や班活動の機会が多く、初任者どうしで悩みや情報を
共有し連携を深めることで、不安軽減を図るとともに、実践に向け
た意欲を高めることができている。

＜特徴的な取組＞

■機関研修

①「先輩の授業に学ぶ」

経験豊富な先輩教員の授業を参観し、

研究協議を通して、自身のこれまでの授

業実践を振り返り、授業改善の視点をも

つ。

②「特別支援教育体験研修」

特別な教育的支援を必要とする児童生

徒の状況に合わせた指導・支援の方法に

ついて、自身の教育実践に生かすための

具体的な方法を知る。

■学校研修

①「メンタルヘルス・カウンセリング」

学級経営や生徒指導上で抱える諸問題

について、校内の様々な立場の方々との

情報の共有化を図るとともに、その対応

について具体的なアドバイス等を受ける

など、校内における同僚性をはぐくみ、

自身のメンタルヘルスケアへの意識を高

めることができるようにする。



成果：

課題：

　①初任者を含む経験の浅い教職員が成長するため、校内OJTとしてのメンターチーム等の活動を実施している。

○以前と比較して、中学校・高等学校においても授業研究を中心とした校内OJTが活発に行われるように
なってきている。

○メンターチーム等の活動は、それぞれの学校で温度差があり、質が均一でない。

○管理職の学校マネジメントにおいて、人材育成に対する意識をいっそう高める必要がある。

○「メンターチーム」等の人材育成の取組は、初任者や経験の浅い教職員を指導する立場の主幹教諭等
の教職員にとっての内省と更なる向上の機会ともなっている。

横浜市①

平成28年度初任者研修の取組の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

○「メンターチーム」等の取組により、校内で組織的にＯＪＴが進められ、初任者や経験の浅い教職員が
「横浜市　教員のキャリアステージにおける人材育成指標」に示す教員としての資質・能力を向上させるこ
とに役立っている。

○様々な人材育成の取組により、初任者や経験の浅い教職員の学校経営に対する参画意識が高まって
いる。



初任者支援員派遣（ＹＴサポート）事業 （Ａ方式・・・教職員育成課によるマッチング、Ｂ方式・・・学校長等からの直接推薦）

成果：

課題：

改善策：

〇教員としてのスタート時に心強いサポーターに寄り添ってもらうことで、初任者及び臨任教員が安
心して児童生徒と向き合うことができた。70パーセントを越える学校が、１か月の延長申請の手続き
を行った。
〇サポーター会議を通して、初任者や臨任教員を取り巻く現状を話し合い、効果的な支援方法や配
慮事項を共有した。これにより、よりよい支援の在り方を検討することができ、サポーターの意欲も
向上したと考える。

〇基本的な支援期間は週２日×１か月だが、学校側からは「支援期間が少ない」、「サポーターの
方にもっと頻繁に来ていただきたい」という声が寄せられた。またサポーターからも初任者及び臨任
教員等との信頼関係を築き、よりよい支援を行うためにも、「学校での支援回数を増やしたい」とい
う要望が寄せられた。

〇平成29年度は初任者の派遣方法を「全対象者」から「学校からの申請」に変更した。
〇派遣方式として、学校長推薦によるＢ方式も採用し、より学校のニーズに対応できるようにした。
〇教職経験のない臨任教員へのサポート申請が多いため、きめ細かく対応するために必要な体制
を整えていきたいと考える。

教員経験のない初任者及び臨任教員に対し、教員としてのスタート時に本市を退職した学校管理職経験
者等をボランティアとして派遣し、授業づくり、児童生徒理解、同僚との連携等、教員としてのスタートにあ
たっての基礎的な支援を行うことで、安心して子どもたちと向き合い、学習指導や校内業務をスムーズに
進めることができるよう支援を行っている。

横浜市②

平成29年度（平成28年度からの継続事業）初任者研修の取組の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等



成果　・ 初任者研修と若手教師道場を連続して実施し、より実践的な研修を継続

することで、より授業力の高い若手教員の養成ができている。

　　　　・ 校外研修では受講者同士のシェアリングや交流を積極的に推進。

受講者に仲間意識と強い絆を醸成することができた。

課題　・ 研修参加のために、校務実務への影響（多忙化）が懸念される。

対応　・ 持ち帰り課題や提出文書の削減により、受講者の負担感の軽減を図った。

　　　　・ 今後、初任者研修における校外研修日数の削減等を検討していく。

提供する講座の精選と内容の重点化をより一層進める。

新潟市

平成28年度初任者研修の取組の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

工夫①

初任校に５年間の配置とし、初任者研修（１
年間）だけでなく若手教師道場（白帯・黒帯）
4年間も含めた若手研修体制を構築。

工夫②

校外研修終了後、指導主事が初任者から
疑問や心配事等を聞く「クリニック」を設定
し、問題の早期発見に努めている。

工夫③

指導主事がほぼマンツーマンに近い形で初
任者の授業力向上の指導・研修に当たって
いる。



①スーパーティーチャー授業公開への参加
　素晴らしい授業はもちろん、主体的に取り組む児童生徒を目の当たりにし、その授業者であるスー
パーティーチャーから、直後に、教育に対する強い思いや教育的信条、授業づくりや児童生徒理解に対
してこれまで取り組んできた歩みを学ぶことは、とても貴重な機会となった。

②先輩教員に学ぶグループワーク
　１０年経験者研修にとって、「ミドルリーダーとしての自覚が促される場となる」「自分のこれまでの経験
を振り返ることができる」「自分の成長を振り返ることができる」という点で成果があった。
　初任者にとっては、「喫緊の悩みや課題が、具体例を基に解決できる」「少し先の自分の未来像を想像
できるようになる」「同じような悩みを持ち、成長してきたことを知り安心する」という点で成果があった。

課題
・提出書類をはじめ、諸研修にと、初任者が多忙を極めている。提出書類の精選、簡略化を図るととも
に、初任研の回数を年間２０回から１８回へと削減した（その分は、３年目研修２回へと移行）。
・仕事面や人間関係で悩んでいる初任者が少なからずいる。悩みアンケート調査を定期的に行うととも
に、センターで初任者訪問を行い、授業参観とともに、個別面談を実施し、情報の収集を図るとともに、
教職員課とも情報の共有化を図り、初任者が抱える問題の早期発見、早期対応に努めている。

浜松市

平成28年度初任者研修の取組の概要

①スーパーティーチャー授業公開への参加
　浜松市で「優秀教職員表彰」に選出された方の中から、特に授業力に優れている方１０名をスーパーティー
チャーとし、その技や力量を実際の授業と講話を通じて、初任者を始め、若手教員が学ぶ研修であり、初任者は
悉皆選択研修となっている。

②先輩教員に学ぶグループワーク
　10年経験者研修とのコラボ研修であり、組織マネジメント研修を通してミドルリーダーとしての役割を学んだ１０
年経験者が、初任者へ自分が得意とすること（学級経営、学習指導、生徒指導など）についての講義や、初任者
の悩みの相談を受ける研修の時間を設けている。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等



名古屋市

平成28年度初任者研修の取組の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

工夫 研修の実践にあたって、座学型の研修だけでなく、ワークショップを

取り入れた研修も行う。

グループの中で協議したことを互いに発表し共有した後、個人の考

えを振り返る協議方法を重視する。

成果

・ 参加者が自ら、参加、体験できるため、話し合いへの意欲を高めるこ

とができる。

・ 協議内容を可視化することができ、議論のポイントに意識を集中する

ことができる。

課題

・ 研修を通して学び得たことが、各学校園での日々の指導にどのように

還元されているのかを把握しきれない。

改善策

・ 受講者アンケートの項目に、「還元したか」「どのような内容を還元した

か」の設問を設けて実態を把握し、研修内容の見直しにつなげる。



　

・

　　 　　・

　　　　　
・

　　　　　

京都市

平成28年度初任者研修の取組の概要

工夫① 初任者や若手教員と中堅教員が共に学び合い，高め合う自主的な取組を公募
し，学校内における意図的・計画的・継続的なＯＪＴを通した人材育成を推進して
いる。

工夫② 指導力向上に向けた様々な取組が，初任者や若手教員の育成だけでなく，中
堅教員も若手教員を指導することで，自身の力量を向上させることのできる場と
している。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 校内コーディネーターが高い経験値と専門性を生かした初任者指導を行う
とともに，中堅教員が中核となって，若手教員や初任者と指導力向上に向
けた学び合いをすることで，互いに資質や力量の向上を図ることができる。

校内における初任者の相談体制が整備され，教員相互の良好な人間関係
が構築できる。

課題 教職員の世代交代が進み，中堅教員層が少ない中，中堅教員の力量を高
めるために「ミドルリーダー養成講座」を実施するとともに，「京都市ＯＪＴ実
践ガイドライン」を改訂し，近隣校や中学校ブロック単位の学び合いの場を
設け，学校間の推進等，取組の充実を図っている。連携によるＯＪＴの推進
等，取組の充実を図っている。

【学校内】

指導
教員

初任者

中堅

教員

（ミドル）

若手
教員

学び合い

校内コー

ディネー

ター

学び合い

指導助言

指導助言

指導助言



工夫①　校内研修の活性化のため、指導教員研修を実施し指導教員の資質向上に努めている。　

工夫②　当該教諭への指導の充実を図るため、学校ごとに経験豊かな専門指導員を配置し

　　　　　訪問・巡回指導を行っている。当該教諭の指導力向上に向けて、参観指導や授業

　　　　　研究指導等を行い、学級経営や学習指導についての指導及び相談を実施している。

工夫③　具体的な実践事例から、めざす教員像や授業をイメージできるよう校外研修の講師や

　　　　　公開授業などによる現職教員の活用を積極的に行っている。

受講者のアンケートを見ると、授業に対して課題を感じている初任者は依
然として多い。

【改善策】

年度の早い段階で、授業づくりの考え方や具体例を示す集合研修を新た
に組みこむことにした。
また、初任者が困ったときに参考になるよう、受講者全員に配付している
「必携」について、索引の充実や「Q&A」を入れるなど内容の改善をはかっ
た。

堺市

平成28年度初任者研修の取組の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

【成果】

平成28年度は、めざす授業を具体的にイメージすることを目的に、中学校
の全教科において、教科ごとに先輩教員による授業公開を行った。これ
に刺激を受け、積極的に授業を改善しようとする初任者の姿が見られた。

【課題】



神戸市①

平成28年度初任者研修の取組の概要



神戸市②

◇

◇

◇

◇

◇

校内研修（一般研修）を行うにあたり、職員構成が学校ごとに異なり、若手教員が多い
学校では講師 確保が難しい。

改善策 計画･報告書類を簡素化し、指導員の負担軽減を図る。

校内研修ワークシートを作成し、経験の少ない教員が講師になっても、ねらいが明確な
研修が行えるようにする。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 授業づくりから研究授業にかけて同じグループでの研修を進めることで、初任者が自主
的に研修に取組む姿勢が見られた。

課題 今後、初任のときの研修グループを3年間継続することで、さらに学びあう関係の構築を
目指す。



工夫

成果 ・

・

課題 ・

改善策 ・

　５年経験者の発表が学級経営に関するものになるため，特に中学校初任者の自身の
教科指導に関して先輩教諭からヒントをもらいたいというニーズに応えることができにく
い。

　中学校初任者は中堅教諭研修（１０年経験者研修）との合同研修を実施し，各教科の
中堅教諭が初任者に模擬授業形式を伴う研修を実施することにした。中堅教諭のメン
ター意識の向上と授業力向上，初任者の授業力向上をねらいとしている。

岡山市

平成28年度初任者研修の取組の概要

　５年経験者の具体的な学級経営の取組を聞くことで，２学期の実践に生かしたり，学
級経営，教科指導等で課題に感じていることを５年経験者とともに協議することで，不
安を解消したり，解決への糸口を見つけたりできるようにしている。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

　５年経験者が掲示物やノート等を示しながら，具体的に発表するため，初任者にとって
は２学期以降の実践に生かすことができるヒントを多くもらえることができている。

　学級経営や教科指導等の課題について協議することで，５年経験者も初任者の時に
同じような課題を抱えていたことを知り，安心するとともに課題に対する具体的な方策に
ついて、ともに協議することを通して，課題解決への糸口を見いだすことができている。



・「初任者育成プランシート」の活用による意図的・計画的な指導プランの作成

・拠点校指導教員連絡協議会の実施（年間５回）

・

・

・

・

広島市

平成28年度初任者研修の取組の概要

在勤校における研修と教育センター等における研修の一層の連関を図る
「初任者育成プランシート」の活用

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 「初任者育成プランシート」を活用することにより，教育センターと指導教員が
同じ視点で研修を進められるため，初任者の研修後の姿を共有しやすくなっ
た。

指導教員同士が同じ視点で交流・協議を行うことで，初任者研修で身に付けさ
せたい資質能力が共有しやすくなった。

課題 拠点校指導教員は週１回の訪問のため，「研修開始時の状況」を把握するの
に一定の時間を要する。校内指導教員との連携により，初任者の状況把握の
より一層の充実を図りたい。

改善策 関係学校連絡協議会，拠点校指導教員連絡協議会において，連携のための
資料として「初任者育成プランシート」の活用例を示しながら有効な活用方法
等を説明する。

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

7 7

10 10

① ① ①
15 15

18 18

19 19

20 20

② ② ②
21 21

22 22

32 32

33 ③ ③ ③ 33

34 34

35 35

36 36

番号

番号 番号 初任者の具体的な姿

児童生徒との人間関係の重要性を理解し､積
極的にコミュニケーションを図ることができる。

悩みや困ったことが生じた場合等も含め日常
的に、管理職や同僚に相談したり進捗状況を
報告したりすることができる。

指導教員　：　所属校（　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

　　　　　　　　　名前 　（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

常にチャレンジ精神や向上心をもち､新たなこ
とを取り入れるための研修に参加するなど自
己研鑽に努めることができる。

児童生徒に公平かつ受容的・共感的に関わ
り、子どもの行動の内面にある喜びや不安な
どを捉えることができる。

言菓遣いやマナーなどの社会人としての常識
を身に付けた対応ができる。

学習指導要領と児童生徒の実態を踏まえ､学
習指導案を作成することができる。

発問や板書､机間指導を効果的に用いて､授
業のねらいに応じた指導を行うことができる。

学習指導案や日々の授業計画に基づき､授業
を実践することができる。

児童生徒一人一人のよさを見取り､学校生活
や学習に対する意欲や興昧･関心を引き出す
ことができる。

【専門職としての高度な知識・技能】
児童生徒同士の関係や仲間集団を把握し，よ
りよい人間関係づくりや集団づくりに取り組む
ことができる。

【使命感や責任感・教育的愛情】
うまくいかないことがあっても､あきらめず前向
きに対応し続けることができる。

教育公務員として服務規律を遵守し､規範意
識をもって職務に専念することができる。

自己の考えのみで判断せず管理職や同僚の
話を聞くなど、客観的な情報に基づいた判断を
することができる。

管理職や同僚等の助言を謙虚に受け止め、自
分を振り返り、自己の成長につなげることがで
きる。

初任者　：　所属校（　　　　　　　　　　　　　　　　 　）

　　　　　　　 名前 　（　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

研修後の姿

悩みや困ったことが生じた場合等も含め日常
的に、管理職や同僚に相談したり進捗状況を
報告したりすることができる。

常にチャレンジ精神や向上心をもち､新たなこ
とを取り入れるための研修に参加するなど自
己研鑽に努めることができる。

児童生徒との人間関係の重要性を理解し､積
極的にコミュニケーションを図ることができる。

児童生徒一人一人のよさを見取り､学校生活
や学習に対する意欲や興昧･関心を引き出す
ことができる。

年間指導計画に位置付けられている教材の価
値を捉え､教材研究を行うことができる。

発問や板書､机間指導を効果的に用いて､授
業のねらいに応じた指導を行うことができる。

学習指導案や日々の授業計画に基づき､授業
を実践することができる。

研修開始時の状況

１２月～３月

平成２８年度　初任者育成プランシート

年間指導計画に位置付けられている教材の価
値を捉え､教材研究を行うことができる。

重点事項

うまくいかないことがあっても､あきらめず前向
きに対応し続けることができる。

児童生徒同士の関係や仲間集団を把握し，よ
りよい人間関係づくりや集団づくりに取り組む
ことができる。

【使命感や責任感・教育的愛情】

研修開始時の姿

重点事項

教育公務員として服務規律を遵守し､規範意
識をもって職務に専念することができる。

自己の考えのみで判断せず管理職や同僚の
話を聞くなど、客観的な情報に基づいた判断を
することができる。

管理職や同僚等の助言を謙虚に受け止め、自
分を振り返り、自己の成長につなげることがで
きる。

児童生徒に公平かつ受容的・共感的に関わ
り、子どもの行動の内面にある喜びや不安な
どを捉えることができる。

初
任
者
の
状
況

指
導
プ
ラ
ン

児童生徒のよさを認め、児童生徒が安心･安
全に過ごせる温かい学級･ホームルームづくり
に取り組むことができる。

学習指導要領と児童生徒の実態を踏まえ､学
習指導案を作成することができる。

【総合的な人間力】
言菓遣いやマナーなどの社会人としての常識
を身に付けた対応ができる。

【総合的な人間力】

スケジュール管理に努め､時間や提出期限等
を守ることができる。

人権尊重の精神を理解し､多様な価値観を尊
重しながら自らの人権意識を高めることができ
る。

８月～１１月

スケジュール管理に努め､時間や提出期限等
を守ることができる。

人権尊重の精神を理解し､多様な価値観を尊
重しながら自らの人権意識を高めることができ
る。

４月～７月 重点事項
【専門職としての高度な知識・技能】

児童生徒のよさを認め、児童生徒が安心･安
全に過ごせる温かい学級･ホームルームづくり
に取り組むことができる。

７月の状況 １１月の状況
＜身に付けている資質・能力＞

初任者の具体的な姿

＜特に身に付けたい資質・能力＞

初任者の具体的な姿

＜向上した資質・能力＞

番号 初任者の具体的な姿

＜特に身に付けたい資質・能力＞

＜向上した資質・能力＞

番号 初任者の具体的な姿

＜特に身に付けたい資質・能力＞

番号 初任者の具体的な姿

意図的・計画的な指導



【他の教職経験者研修との合同開催】

　　工夫①　学校と地域・家庭の「連携・協働」による教育コミュニティづくりを推進していく研修を

　　　初任者研修に位置づけている。

　　工夫②　小学校の初任者を対象に外国語活動（英語）研修を実施している。

成果

　　　

課題

豊能地区（池田市）

平成28年度初任者研修の取組の概要

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

・研修の効果を高めるために、普段から地域の方と接するよ
う初任者に意識させるとともに、仕組みづくりが必要である。

・新学習指導要領に向けて、より外国語活動についての研修
を充実させる必要がある。

・学園ごと（中学校区単位）に分かれて意見交流を行ってい
る。学校園を支援いただいている地域の方の思いを聞くだけ
でなく、地域と学校（教員）とのつながりを築くことができた。

・池田市は小学校１年生より外国語（英語）活動を実施してい
る。外国語活動教材を活用した指導法の工夫や教室で役立
つ英語表現について学ぶことができた。

① コミュニティづくりについての講義
② グループワークのテーマの提示

いけだ学園 いしばし学園 きたてしま学園しぶたに学園 ほそごう学園

グループの構成

学校・幼稚園

幼稚園教職員

中学校教職員

小学校教職員

ふくまる教志塾生

初任者

を含む

地域
学校支援ボランティア

キッズランド運営委員会委員

池田市議会議員

民生児童委員

地区福祉委員

キッズランド関係者

学校支援コーディネーター

など

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸを通した学校・
幼稚園と地域の交流

グループワークで出た意見や考えを全体で交流・共有

学園（中学校区）ごとにわかれて



・

・

豊能地区（箕面市）

平成28年度初任者研修の取組の概要

工夫①　初任者に対して拠点校指導教員を中心として、校内指導員、教育専
門員、担当校指導主事と多くの立場から指導等を行っている。

工夫②　初任者の指導教員を中心に、若手・中堅教員を初任者指導に巻き込
み、初任者のみならず経験の浅い教員・講師等も含めた、組織的かつ
継続的な研修を行っている。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

成果 様々な立場からの指導や講じた手立てにより、初任者の抱く困り
感を早期に把握し、対応策を練ることができている。

課題 初任者の大量採用に伴い、研修体制の検討が必要である。



・

・

・

・

成果 初任者の指導教員を中心に、若手・中堅教員を初任者指導に巻
き込み、初任者のみならず経験の浅い教員・講師等も含めた、組
織的かつ継続的な研修が行えた。

豊能地区（豊能町）

平成28年度初任者研修の取組の概要

工夫 　初任者の指導教員を中心に、若手・中堅教員を初任者指導に巻き
込み、初任者のみならず経験の浅い教員・講師等も含めた、組織的
かつ継続的な研修を行っている。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等

校内における初任者への相談体制が整備されるとともに、教員相
互の良好な人間関係が構築されている。

課題 初任者研修から２年次研、３年次研へ計画的・継続的に指導でき
る教員の人事配置に課題がある。

改善策 小・中学校ともに、学校や地域の実情、保護者や児童の実態を理
解している校内の先輩教員たちが初任者の指導に当たった。２年
次以降は、当該先輩教員たちが引き続き当該初任者のサポート
を行うこととしており、継続的な指導が行えるよう環境を整備する
予定である。

初任者研修 2年目研修 10年目研修

＊初任者、2年次、10年次が参加し合える研修体制づくり＊



成果

①授業づくりについて10年経験者から児童生徒の実態にもとづいた具体的な指導助言を受けることで、

　　授業づくりの視点をより明確に持つことができた。

②教職経験の異なる教員による実践交流を行うことで、改めてそれぞれの良さを認識するとともに、

　　校内OJTの活性化につなげることができた。

課題

豊中市においては今後10年経験者の人数が初任者の人数を上回るため、交流の形態を見直す必要がある。

豊能地区（豊中市）

平成28年度初任者研修の取組の概要

「授業研究に係る演習」として、初任者研修と10年経験者研修を合同で実施している。
授業研究の対象科目等については、平成２８年度は「道徳」とした。
校種別の6人程度の班に初任者と10年経験者を振分け、初任者が作成した指導案をもとに、10年経
験者の指導助言を仰ぎながら、班ごとに単元の指導計画を作成した。

成果と課題・平成29年度計画における改善策等
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